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１ 次の問いに答えましょう。

（１）１００から３００までの整数の中に，２２の倍数は全部で何個ありますか。

（答え） （ ９個 ）

（２）１００から２００までの整数の中に，１２と１６の公倍数は何個ありますか。

（答え） （ ２個 ）

（３） ２１と２９を同じ整数でわったら，どちらもあまりが５になりました。いく

つでわったのでしょうか。

（答え） （ ８ ）

（４） １から３０までの整数の中に，約数が２つだけの数をかきましょう。

（答え） （ ２，３，５，７，１１，１３，１７，１９，２３，２９ ）

２２の倍数で，１００から３００までの整数を探すと，

２２×５＝１１０～２２×１３＝２８６までの９個となります。

（１１０，１３２，１５４，１７６，１９８，２２０，２４２，２６４，２８６）

１２と１６の最小公倍数は４８なので，４８の倍数で１００から２００までの

整数は，４８×３＝１４４～４８×４＝１９２までの２個となります。

（１４４，１９２）

どちらもあまりが５になったので，あまりがでないように，それぞれから５を

引き，１６と２４にします。わった数を求めるには，この１６と２４の最大公約

数となるので，答えは８となります。

約数が２つになる数を，小さい方からさがしていくと，２，３，５，７，１１，

１３，１７，１９，２３，２９ となります。

 



（５） ４でわると３あまり，５でわると４あまる整数のうち，いちばん小さい数は

いくつですか。

（答え） （ １９ ）

２ 男子７８人と女子９１人をいくつかのグループに分けます。どのグループの男子

の人数も女子の人数も同じにして，グループの数をできるだけ多くします。いくつ

のグループができますか。

（答え） （ １３グループ ）

３ １００枚より少ない画用紙があります。この画用紙を１２人で同じ数ずつ分けて

も，１６人で同じ数ずつ分けても，あまりなく分けることができます。画用紙は

何枚ありますか。考えられる枚数をすべてあげましょう。

（答え） （ ４８枚，９６枚 ）

４ もも４５個とかき３０個を，２人より多い子どもたちでどちらも等分して，あま

りが出ないようにしようと思います。何人に分けることができるでしょうか。考え

られる子どもの人数をすべて求めましょう。

（答え） （ ３人，５人，１５人 ）

７８と９１の最大公約数は１３なので，１３グループに分けることができます。

１２と１６の公倍数のうち１００未満になればいいので，４８枚と９６枚とな

ります。

４５と３０の公約数をあげると，３，５，１５となるので，答えは

３人，５人，１５人となります。

４の倍数より３大きい数を小さい方からさがしていくと

７，１１，１５，１９，２３，２７，３１・・・・・・・・

また，５の倍数より４大きい数を小さい方からさがしていくと

９，１４，１９，２４，２９，３４・・・・・・・・・

どちらにもあるいちばん小さい数は １９ となります。


